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い
交
通
事
故
の
情
勢
が
表
面

化
し
て
い
る
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

で
は
、
真
に
効
果
の
上
が
る

運
動
と
な
る
よ
う
、
各
地
域

で
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
盛

り
込
み
、
関
係
機
関
・
団
体

・
企
業
な
ど
に
よ
る
主
体
的

な
活
動
が
求
め
ら
れ
る
。
交

通
安
全
の
パ
レ
ー
ド
や
街
頭

活
動
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
な
ど
、
幅
広
い
活
動
で
交

通
安
全
意
識
の
向
上
を
図
る

機
会
と
し
て
い
く
。

透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の

順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と

も
に
、
国
民
自
身
に
よ
る
道

路
交
通
環
境
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
こ
と
が
狙
い
。

昨
年
の
全
国
の
交
通
事
故

の
人
身
事
故
件
数
は
28
万
７

２
３
６
人(

前
年
比
１･

３
％

減)

死
者
数
は
２
５
４
７
人

(

前
年
比
４･

４
％
減)

と
な

り

死
者
数
は
統
計
が
残
る

１
９
４
８
年
以
降
で
最
少
と

な
っ
た
一
方
関
東
地
区
１

都
６
県(
東
京

神
奈
川

埼

玉

千
葉

茨
城

栃
木

群

馬)

の
状
況
を
見
る
と
昨
年

合
計
で
は
人
身
事
故
件
数


死
者
数
と
も
に
前
年
を
上
回

っ
て
お
り

首
都
圏
の
厳
し

同
運
動
は
、
広
く
国
民
に

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸

適
用
す
る
た
め
の
規
定(

自

転
車
を
は
じ
め
と
す
る
軽
車

両
に
交
通
反
則
通
告
制
度

青
切
符
の
適
用)

自
動
車

な
ど
が
自
転
車
な
ど
の
側
方

を
通
過
す
る
際
に
お
け
る
規

定
仮
免
許･

運
転
免
許
試
験

の
受
験
資
格
に
係
る
年
齢
要

件
の
引
下
げ
に
関
す
る
規
定

な
ど
が
整
備
さ
れ
た


こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
自
ら
交
通
安
全
の

行
動
を
再
確
認
し
、
職
場
や

関
係
企
業
・
団
体
、
ユ
ー
ザ

ー
な
ど
周
囲
へ
啓
発
し
て
い

く
こ
と
は
、
自
動
車
産
業
に

従
事
す
る
立
場
と
し
て
各
人

の
責
務
で
あ
る
。
活
動
を
通

じ
て
、
よ
り
安
全
な
交
通
社

会
が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

ま
た

道
路
交
通
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
今
年

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ

と
へ
の
注
意
喚
起
も
必
要

だ
主
な
改
正
内
容
は
交
通

反
則
通
告
制
度
を
軽
車
両
に

特集

４
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す


特
に
、
横
断
歩
道
を
横
断

中
の
歩
行
者
が
事
故
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、
車
両
運
転
時
に

は
、
横
断
歩
道
通
過
時
の
減

速
と
歩
行
者
保
護
義
務
の
順

守
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
ほ

か
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
、
車
道
を
通
行
す
る
自

転
車
の
右
側
を
通
過
す
る
際

の
間
隔
に
応
じ
た
安
全
な
速

度
で
の
進
行
な
ど
、
新
た
な

交
通
ル
ー
ル
に
も
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
こ
の
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
を
契
機
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
域
や
地
域
に
お
け

る
交
通
安
全
意
識
の
普
及
・

啓
発
に
一
層
の
御
支
援
と
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、

自
動
車
業
界
の
ま
す
ま
す
の

御
繁
栄
と
皆
さ
ま
方
の
御
健

勝
、
御
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

警
視
庁
で
は
、
都
民
・
国

民
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
、

安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
「
世
界
一

の
交
通
安
全
都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
を
目
指
し
て
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
一
件
で
も
減
ら
せ
る
よ

う
、
交
通
事
故
抑
止
対
策
を

強
力
に
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中

４
月
６

日
か
ら
10
日
間
に
わ
た
り


春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す

運
動

の
重
点
は

子
ど
も
を
は
じ

め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
確
保
｢

な
が
ら
ス
マ

ホ｣

の
根
絶
や
歩
行
者

優
先
な
ど
の
安
全
運
転

意
識
向
上

自
転
車
な

ど
の
交
通
ル
ー
ル
の
理

解･

順
守
の
徹
底
二
輪

車
の
交
通
事
故
防
止
の

自
動
車
業
界
の
皆
さ
ま
方

に
は
、
平
素
か
ら
交
通
安
全

活
動
は
も
と
よ
り
、
警
察
行

政
の
各
般
に
わ
た
り
ま
し

て
、
深
い
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
都
内
に
お

け
る
交
通
事
故
情
勢
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
前
年
に
比
べ

発
生
件
数
は
微
増
で
あ
り
ま

し
た
が
、
死
者
数
は
前
年
比

12
人
減
少
と
な
る
１
３
４
人

で
、
戦
後
３
番
目
に
少
な
い

人
数
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
運
転
意
識
向
上
、
自
転

車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
順

守
、
二
輪
車
の
交
通
事
故
防

止
の
４
点
を
重
点
に
、
県
内

一
斉
通
学
児
童
保
護
誘
導
活

動
な
ど
の
交
通
街
頭
活
動
、

入
学
・
入
園
時
期
を
捉
え
た

児
童
ら
と
そ
の
保
護
者
に
対

す
る
交
通
安
全
教
育
な
ど
の

各
種
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
者
優
先
意
識

の
定
着
化
を
図
る
取
り
組
み

「
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
38
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や
速
度
抑
制
を
図
る
取

組
「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
県
民
の
皆
様

に
広
く
発
信
し
、
交
通
事
故

防
止
の
機
運
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
自

動
車
業
界
の
ま
す
ま
す
の
御

発
展
と
皆
さ
ま
の
御
健
勝
そ

し
て
交
通
事
故
の
な
い
安
全

安
心
な
社
会
の
実
現
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

す
る
事
故
と
二
輪
車
が

関
係
す
る
事
故
が
い
ず

れ
も
全
体
の
約
３
割
を

占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
事
故
の
抑
止
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら

県
警
察
で
は
本
年

の｢

２
つ
の
重
点
対
策｣

と
し
て
｢
歩
行
者
交
通
事
故

防
止
対
策｣
と｢
二
輪
車
交
通

事
故
防
止
対
策｣
を
掲
げ
各

種
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
４
月
６
日
か
ら
15

日
ま
で
の
10
日
間
、
「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
実

施
し
ま
す
。
本
運
動
で
は

「
新
入
学
児
童
・
園
児
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
通
学
路
や
生

活
道
路
で
の
子
ど
も
を
は
じ

め
と
し
た
歩
行
者
の
安
全
確

保
、
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
の

根
絶
や
歩
行
者
優
先
な
ど
の

自
動
車
業
界
の
皆
さ
ま
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

か
ら
警
察
行
政
、
と
り
わ
け

交
通
安
全
対
策
の
推
進
に
深

い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
神
奈
川
県
内
に
お

け
る
交
通
事
故
は
、
交
通
事

故
死
者
数
が
１
３
９
人
と
な

り
、
前
年
と
比
べ
30
人
増
加

し
、
４
年
ぶ
り
２
度
目
の
全

国
ワ
ー
ス
ト
と
い
う
大
変
厳

し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

事
故
の
発
生
傾
向
を
分
析

し
ま
す
と
、
高
齢
者
が
関
係

則
通
告
制
度
導
入
に
伴
う
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
促
進
、
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先
の
徹
底
な
ど
に

は
注
力
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
各
都
県
で
は
警
察
を
は
じ
め
と
し
た
行
政

機
関
が
自
動
車
関
連
団
体
や
企
業
と
も
連
携
し
、
啓
発
活
動
を

推
進
す
る
な
ど
同
運
動
を
通
じ
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
っ

て
い
く
。

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
、
２
０
２
６
年
４
月
６
～

15
日
ま
で
の
10
日
間
に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
運
動
の
重

点
は
、
「
通
学
路
・
生
活
道
路
に
お
け
る
子
ど
も
を
は
じ
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保
」
「
『
な
が
ら
ス
マ
ホ
』
の
根
絶
や

歩
行
者
優
先
な
ど
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上
」
「
自
転
車
・
特

定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
順
守
の
徹

底
」
の
３
点
を
趣
旨
と
し
て
い
る
。
特
に
自
転
車
へ
の
交
通
反

警
視
庁
交
通
部

遠
藤
顕
史
部
長

神
奈
川
県
警
察
本
部

加
藤
雅
道
交
通
部
長

パレード街頭での呼びかけ啓発イベント…

実
情
に
応
じ
て
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を
入
れ
る
。

警
視
庁
や
東
京
都
交
通
安

全
協
会
な
ど
は
３
月
30
日
、

調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

（
東
京
都
調
布
市
）
で
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を

前
に
都
民
に
啓
発
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
調
布
交
通

少
年
団
に
よ
る
交
通
安
全
宣

言
も
行
っ
た
。
筒
井
洋
樹
警

視
総
監
は
「
交
通
ル
ー
ル
の

周
知
と
事
故
防
止
に
努
め
、

悲
惨
な
事
故
を
減
ら
し
て
い

く
」
な
ど
と
述
べ
、
交
通
安

全
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
警
視
庁
や
交
通
安

全
協
会
だ
け
で
な
く
、
自
動

車
販
売
に
関
わ
る
業
界
団

体
、
企
業
な
ど
も
が
啓
発
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
日

本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会

（
自
販
連
）
東
京
都
支
部
や

東
京
都
軽
自
動
車
協
会
、
日

本
自
動
車
連
盟(

Ｊ
Ａ
Ｆ)

東

京
支
部
な
ど
は

協
力
し
て

都
民
に
周
知
を
図
る

今
年

も
上
野
公
園(

東
京
都
台
東

区
）
で
会
員
各
社
の
社
員
や

東
京
都
は
、
「
世
界
一
の

交
通
安
全
都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

を
目
指
し
て
」
を
掲
げ
、
都

民
に
交
通
事
故
の
防
止
を
呼

び
掛
け
る
。
４
月
１
日
か
ら

自
転
車
の
交
通
反
則
通
告
制

度
（
青
切
符
）
が
始
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
自
転
車
・
特
定

小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
交

通
ル
ー
ル
の
理
解
、
順
守
の

徹
底
な
ど
を
重
点
的
に
啓
発

し
て
い
る
。
通
学
路
や
生
活

道
路
で
の
子
ど
も
を
は
じ
め

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
も
力

自
転
車
等
の
側
方
接
触
防
止

が
義
務
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
側
方
通
過
の
際
は
十
分

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

第
３
は
、
「
自
転
車
・
特

定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
順
守

の
徹
底
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
促
進｣

で
す
４
月
１
日
か

ら
自
転
車
の
交
通
違
反
が
青

切
符(
交
通
反
則
通
告
制
度)

で
処
理
さ
れ
る
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
交
通
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
自
転
車
は
車
両

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
も
っ

て
自
転
車
安
全
利
用
五
則
等

の
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
責
任
あ
る
運
転
を
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
特
定
小

型
原
動
機
付
自
転
車
も
、
利

用
の
際
に
必
ず
頭
部
保
護
に

効
果
の
あ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
、
自
転
車
同
様
に
安

全
な
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。結

び
に
、
自
動
車
関
連
業

界
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と

皆
さ
ま
の
御
健
勝
、
御
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
、
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

全
確
保
」
で
す
。
見

守
り
活
動
な
ど
を
通

じ
て
通
学
時
間
帯
の

安
全
を
確
保
し
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

の
交
通
事
故
防
止
を

図
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

第
２
は
、
「
『
な
が
ら
ス

マ
ホ
』
の
根
絶
や
歩
行
者
優

先
な
ど
の
安
全
運
転
意
識
の

向
上
」
で
す
。
自
転
車
も
含

め
、
運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
の
通
話
や
画
像
を

注
視
す
る
こ
と
は
と
て
も
危

険
で
す
の
で
、
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う

ま
た

道
路
は

｢

人｣

優
先
で
す

横
断
歩
道

手
前
で
の
減
速
義
務
や
横
断

歩
道
等
に
お
け
る
歩
行
者
優

先
義
務
な
ど
、
法
律
上
の
義

務
を
順
守
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
、
４
月
１
日
か
ら
道
路
交

通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

車
道
に
お
け
る
自
動
車
等
と

自
動
車
関
連
業
界
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
平
素

か
ら
交
通
安
全
活
動
を
は
じ

め
、
警
察
行
政
各
般
に
わ
た

り
、
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
４
月
６
日
に
ス
タ

ー
ト
し
た
春
の
交
通
安
全
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
は
、
「
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な
た
が
主

役
で
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

15
日
ま
で
の
10
日
間
、
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
運
動
で

は
、
次
の
３
点
を
重
点
に
掲

げ
ま
し
た
。

第
１
は
、
「
通
学
路
・
生

活
道
路
に
お
け
る
子
ど
も
を

は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

各
団
体
の
職
員
ら
が
参
加
し

て
交
通
安
全
を
啓
発
す
る
ノ

ベ
ル
テ
ィ
ー
を
配
布
し
た
。

内
の
重
大
交
通
事
故
の
原
因

が
当
事
者
の
速
度
超
過
と
思

わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と

か
ら
自
家
用
自
動
車
に
速
度

順
守
を
訴
え
る
統
一
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
付
す
る
こ
と
で
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
意
識
の
向

上
に
つ
な
げ
る
活
動
。

今
年
２
月
３
日
に
は
茅
ヶ

崎
市
の
「
道
の
駅
湘
南
ち
が

さ
き
」
で
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
周
知
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

催
し
た
。
道
の
駅
に
訪
れ
た

ド
ラ
イ
バ
ー
ら
に
県
警
察
本

部
交
通
総
務
課
の
担
当
者
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
な
ど

を
説
明
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

参
加
証
と
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配

布
し
た
ほ
か
、
同
協
会
の
職

員
も
参
加
し
交
通
安
全
啓
発

品
を
配
っ
た
。

神
奈
川
県
自
動
車
販
売
店

協
会
（
神
自
販
、
髙
木
恵
一

会
長
）
は
、
神
奈
川
県
警
察

本
部
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
速
度
順
守
を
訴

え
る
統
一
デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
の
制

作
に
協
力
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
県

・
４
％
を
占
め
、
四
輪
車

（
31
人
）
、
自
転
車
（
25

人
）
と
続
く
。

県
内
の
自
動
車
関
連
団
体

・
企
業
は
継
続
し
、
交
通
安

全
意
識
の
向
上
に
協
力
し
て

い
る
。
埼
玉
県
警
察
本
部
で

は
、
道
路
交
通
法
第
38
条
が

規
定
す
る
歩
行
者
優
先
義
務

を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

と
共
に
、
そ
の
順
守
を
表
明

し
て
日
頃
か
ら
模
範
運
転
を

心
が
け
て
も
ら
う
こ
と
を
狙

っ
た
「
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
38
（
サ
ン

ハ
チ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

展
開
す
る
。
県
内
の
団
体
や

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
中
に
は
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
て

配
布
す
る
な
ど
し
、
周
知
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
幅
広

い
層
に
向
け
て
交
通
ル
ー
ル

を
教
育
す
る
活
動
が
各
地
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ー

ラ
ー
の
多
く
が
、
そ
の
特
色

を
生
か
し
、
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
る
。

心
・
安
全

埼
玉
県
」
だ
。

運
動
重
点
に
は
「
自
転
車
へ

の
交
通
反
則
通
告
制
度
導
入

に
伴
う
交
通
ル
ー
ル
の
順
守

と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
」

「
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行

者
優
先
の
徹
底
」
を
掲
げ

た
。埼

玉
県
内
で
は
、
２
０
２

５
年
に
交
通
事
故
で
１
２
５

人
が
亡
く
な
っ
た
。
前
年
よ

り
12
人
増
加
し
、
全
国
で
４

番
目
だ
。
死
亡
事
故
を
年
齢

別
で
み
る
と
、
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
が
最
多
で
、
全
体

の
51
・
２
％
と
な
っ
た
。
ま

た
、
状
態
別
だ
と
、
歩
行
者

が
最
多
の
43
人
で
全
体
の
34

埼
玉
県
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
人
も
車
も
自
転
車
も

安

埼
玉
ト
ヨ
タ
の
「
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
38
」
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー

栃
木
県
警
察
本
部

吉
田
学
交
通
部
長

統
一
ス
テ
ッ
カ
ー
で

速
度
順
守
呼
び
か
け

神

自

販

人
も
車
も
自
転
車
も

安
全
と
安
心
を
追
求

各
都
県
の
交
通
安
全
活
動

ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
道
路
横
断
中
の

歩
行
者
が
関
係
す
る
交
通
死

亡
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
動
車
運
転
者

ら
に
対
す
る
横
断
歩
行
者
の

交
通
事
故
撲
滅
と
歩
行
者
優

先
意
識
の
定
着
を
図
る
「
Ｋ

Ｅ
Ｅ
Ｐ
38
（
サ
ン
ハ
チ
）
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
す
る

ほ
か
、
歩
行
者
に
対
し
て
道

路
横
断
時
の
安
全
確
認
の
徹

底
や
「
明
る
く
目
立
つ
服

装
」
「
光
る
ア
イ
テ
ム
」
の

着
用
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

交
通
安
全
意
識
を
醸
成
す
る

取
り
組
み
も
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

本
運
動
を
契
機
に
、
日
常

生
活
に
直
結
す
る
「
交
通
安

全
」
に
つ
い
て
、
自
動
車
業

界
の
皆
さ
ま
方
を
は
じ
め
、

県
民
の
皆
さ
ま
方
と
と
も
に

「
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ

さ
な
い
」
と
い
う
高
い
志
の

共
有
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
安
心
・
安
全
な
埼
玉
県

に
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

の
徹
底
―
で
す
。

県
警
察
で
は
、
本
年
４
月

よ
り
自
転
車
へ
の
交
通
反
則

通
告
制
度
（
青
切
符
）
が
適

用
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
自

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
正
し

い
理
解
と
順
守
を
促
進
す
る

た
め
、
幅
広
い
世
代
へ
の
広

報
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
ほ

か
、
自
転
車
運
転
者
に
よ
る

悪
質
・
危
険
な
交
通
違
反
に

対
す
る
交
通
指
導
取
り
締
ま

り
を
行
い
、
自
転
車
の
交
通

事
故
防
止
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
の
世
帯
保

有
台
数
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
当
県
に
て
自
ら
の

命
を
守
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
広
く
浸
透
さ

せ
る
た
め
、
引
き
続
き

「
か
ぶ
る
・
ひ
ろ
が
る

・
命
を
守
る

み
ん
な

で
カ
チ
ッ
と

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て

埼
玉
県
内
の
交
通
事
故
状

況
は
本
年
３
月
末(

速
報
値)

で

交
通
事
故
死
者
数
が
前

年
比

人
減
少
の

人
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
高
齢
者
の
死
者
数
が


人
で
全
体
の

・
９
％
を
占

め
て
お
り
、
状
態
別
で
は
歩

行
者
が
８
人
で
前
年
比
５
人

減
少
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
年
の
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
に
お
け
る
「
埼
玉
県

重
点
」
は
①
自
転
車
へ
の
交

通
反
則
通
告
制
度
導
入
に
伴

う
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
②
横
断

歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先

埼
玉
県
警
察
本
部

内
藤
淳
一
交
通
部
長

啓
発
イ
ベ
ン
ト
で

ル
ー
ル
順
守
を
訴
え

() 2 0 2 6年(令和8年)4月9日号
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し
た
広
報
啓
発
を
幅
広
く
行

う
考
え
だ
。

を
負
っ
て
い
た
こ
と
も
判
明

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
を
改
善
す

る
た
め
、
昨
年
８
月
に
お
笑

い
タ
レ
ン
ト
「
オ
ズ
ワ
ル

ド
」
の
伊
藤
俊
介
さ
ん
、

「
ぼ
る
塾
」
の
田
辺
智
加
さ

ん
、
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
の
ジ

ャ
ン
ボ
た
か
お
さ
ん
と
池
田

直
人
さ
ん
を
着
用
Ｐ
Ｒ
大
使

に
任
命
。
４
人
が
登
場
す
る

啓
発
動
画
を
つ
く
っ
て
特
設

サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
し
た
。

ま
た
先
月
26
日
に
は
、
東

京
情
報
大
学
（
千
葉
市
若
葉

区
）
の
３
年
生
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
４
本
の
飲
酒
運
転
根

絶
啓
発
動
画
を
制
作
。
県
内

で
は
依
然
と
し
て
飲
酒
運
転

が
減
ら
な
い
上
に
、
昨
年
の

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
人
身

事
故
件
数
の
う
ち
、
20
歳
代

が
占
め
る
割
合
が
約
25
％
と

年
代
別
で
最
も
多
か
っ
た
。

県
で
は
、
運
転
や
酒
を
飲

む
機
会
が
増
え
る
若
者
に
対

す
る
啓
発
と
し
て
、
学
生
の

演
出
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
動
画

を
作
製
。
今
後
は
大
学
と
連

携
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用

千
葉
県
は
自
転
車
乗
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
と

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
た

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

吉
本
興
業
の
お
笑
い
タ
レ
ン

ト
を
「
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
Ｐ
Ｒ
大
使
」
に
任
命
。

県
内
の
大
学
と
共
同
で
飲
酒

運
転
根
絶
の
啓
発
動
画
を
制

作
す
る
な
ど
、
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
自

転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
は
わ
ず

か
６
・
５
％
で
全
国
ワ
ー
ス

ト
２
位
の
低
さ
に
あ
る
。
し

か
も
、
県

内
の
自
転

車
事
故
で

死
亡
し
た

人
の
約
６

割
が
頭
部

に
致
命
傷

栃
木
県
自
動
車
販
売
店
協

会
（
新
井
孝
則
会
長
）
の
会

員
販
社
で
構
成
す
る
交
通
安

全
対
策
推
進
協
議
会
は
、
会

員
販
社
の
新
入
社
員
を
対
象

に
、
栃
木
県
自
動
車
会
館
で

「
令
和
８

年
交
通
安

全
教
室
」

を
今
年
も

４
月
６
日

か
ら
４
日

間
に
わ
た

っ
て
実
施
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
会
議
室

で
座
学
研
修
、
会
館
の
駐
車

場
で
実
車
研
修
の
ほ
か
、
Ｊ

Ａ
Ｆ
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
隊
実

技
見
学
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
講
師
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
栃
木
支
部

（
守
川
真
介
支
部
長
）
の
職

員
が
務
め
て
い
る
。

い
水
戸
駅

や
赤
塚
駅

周
辺
で
、

三
者
が
連

携
し
、
歩

道
や
車
道

右
側
を
走

行
す
る
自
転
車
へ
の
通
行
指

導
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
Ｊ

Ａ
Ｆ
茨
城
支
部
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
「
自
転
車
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
率
調
査
」
も

併
せ
て
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
活
動
で
は

歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車

の
通
行
を
分
離
し
、
す
べ
て

の
道
路
利
用
者
が
安
全
に
利

用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。

水
戸
市
役
所
、
水
戸
警
察

署
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
茨
城
支
部
が
一

体
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
市

民
の
安
全
意
識
向
上
と
事
故

防
止
を
図
る
意
向
だ
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
茨
城
支
部
（
幡
谷

史
朗
支
部
長
）
は
、
水
戸
市

の
呼
び
か
け
に
よ
り
２
０
２

３
年
度
か
ら
参
加
し
て
い
る

「
自
転
車
の
交
通
安
全
通
行

指
導
」
を
26
年
度
も
継
続
す

る
方
針
。
実
施
期
間
は
26
年

４
月
８
日
か
ら
年
度
内
30
回

を
予
定
し
、
水
戸
市
お
よ
び

水
戸
警
察
署
と
合
同
で
実
施

す
る
。

こ
の
活
動
は
、
水

戸
市
内
で
増
加
傾
向
に
あ
る

歩
行
者
と
自
転
車
利
用
者
の

交
通
事
故
を
背
景
に
ス
タ
ー

ト
し
た
。
ま
た
、
歩
行
者
の

安
全
確
保
と
快
適
な
自
転
車

利
用
環
境
の
整
備
を
目
的
と

し
て
い
る
。

通
勤
・
通
学
利
用
者
が
多

一
時
停
止
状
況
全
国
調
査
」

で
、
か
つ
て
停
止
率
は
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
い
た
群
馬

県
だ
が
、
活
動
を
始
め
て
か

ら
上
昇
し
、
昨
年
８
月
の
調

査
で
は
停
止
率
が
前
年
よ
り

８
㌽
上
昇
し
て
59
・
８
％

と
、
全
国
平
均
を
上
回
っ

た
。
活
動
を
よ
り
浸
透
さ
せ

る
た
め
、
昨
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
の
期
間
中
に
は
、

群
馬
県
警
察
本
部
お
よ
び
高

崎
警
察
署
と
連
携
し
、
Ｊ
Ｒ

北
高
崎
駅
周
辺
で
街
頭
活
動

を
実
施
。
の
ぼ
り
旗
と
垂
れ

幕
を
掲
げ
、
「
横
断
歩
道
は

歩
行
者
優
先
」
を
通
勤
な
ど

で
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
ら

へ
向
け
呼
び
か
け
た
。

一
方
、
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
、
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト

車
（
サ
ポ
カ
ー
）
体
験
な
ど

「
高
齢
運
転
者
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
に
も
協
力
し
、
最
新
の

自
動
車
の
高
い
安
全
性
能
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
活
動

も
実
施
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
地
域
ユ
ー
ザ
ー
の
交
通
安

全
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

支
援
し
て
い
る
。

日
本
自
動
車
販
売
協
会
連

合
会
群
馬
県
支
部
・
群
馬
県

自
動
車
販
売
店
協
会
（
星
崎

功
明
支
部
長
・
会
長
）
と
日

本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）

群
馬
支
部
（
星
崎
功
明
支
部

長
）
は
、
群
馬
県
警
察
と
連

携
し
２
０
２
２
年
度
よ
り
横

断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優

先
の
交
通
ル
ー
ル
の
啓
発
を

実
施
し
て
い
る
。
群
馬
県
立

女
子
大
学
文
学
部
美
学
美
術

史
学
科
の
学
生
が
デ
ザ
イ
ン

を
考
案
し
た
の
ぼ
り
旗
と
ポ

ス
タ
ー
を
制
作
し
、
会
員
デ

ィ
ー
ラ
ー

な
ど
へ
展

開
し
て
い

る
。「

信
号

機
の
な
い

横
断
歩
道

で
の
歩
行

者
横
断
時

に
お
け
る

な
ど
の
安
全
運
転
意
識
の
向

上
」
「
自
転
車
・
特
定
小
型

原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル

ー
ル
の
理
解
・
順
守
の
徹

底
」
の
３
点
を
重
点
に
展
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

県
警
察
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一

件
で
も
少
な
く
す
る
た
め
、

各
種
交
通
安
全
対
策
を
強
力

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
・
団
体
の
皆
様
方
と

の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

交
通
事
故
防
止
に
は
、
道

路
交
通
に
関
わ
る
一
人
ひ
と

り
の
交
通
安
全
へ
の
心
掛
け

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す

の
で
、
自
動
車
業
界
の
皆
さ

ま
方
に
は
、
引
き
続
き
他
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の
手
本
と
な

り
、
交
通
事
故
の
な
い
誰
も

が
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き

る
地
域
社
会
の
構
築
に
向

け
、
一
層
の
御
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

べ
て
高
く
、
今
後
さ
ら
に
高

齢
者
・
自
転
車
対
策
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
に
入
り
、

新
た
に
交
通
社
会
に
独
り
立

ち
す
る
新
入
学
児
童
や
自
転

車
通
学
を
始
め
る
中
学
生
・

高
校
生
が
加
害
者
や
被
害
者

と
な
る
交
通
事
故
の
発
生

や
、
初
心
者
ら
の
運
転
に
不

慣
れ
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
加
害

者
と
な
る
交
通
事
故
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、

４
月
６
日
か
ら
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ｢

通
学
路
・
生

活
道
路
に
お
け
る
子
ど

も
を
は
じ
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
確
保
」

「
『
な
が
ら
ス
マ
ホ
』

の
根
絶
や
歩
行
者
優
先

自
動
車
業
界
の
皆
さ
ま
方

に
は
、
平
素
か
ら
交
通
安
全

活
動
各
般
に
わ
た
り
、
深
い

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対

し
、
本
紙
面
を
お
借
り
し
て

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
中
は
、
県
内

の
交
通
事
故
死
者
に
占
め
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

が
５
割
以
上
と
高
い
水
準
で

あ
る
こ
と
や
、
自
転
車
事
故

に
占
め
る
中
・
高
生
の
割
合

が
約
５
割
と
他
の
年
代
と
比

昨
年
の
駅
前
で
の

街
頭
活
動
の
模
様

群
馬
県
警
察
本
部

新
井
淳
交
通
部
長

各
都
県
の
交
通
安
全
活
動

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
へ
啓
発
動
画

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先

ポ
ス
タ
ー
で
訴
え

自
販
連
群
馬･

Ｊ
Ａ
Ｆ

自
転
車
の
交
通
安
全

指
導
を
継
続
実
施

Ｊ

Ａ

Ｆ

な
交
通
違
反
の
指
導
・
取
り

締
ま
り
を
徹
底
し
て
ま
い
り

ま
す
。

他
方
、
本
年
４
月
１
日
か

ら
、
自
転
車
の
一
定
の
交
通

違
反
に
対
す
る
交
通
反
則
通

告
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
自
転
車
の
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
の
理
解
と
順
守
の
徹

底
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
、
交
通
安
全
教
育
や
指
導

啓
発
活
動
を
推
進
す
る
な

ど
、
良
好
な
自
転
車
交
通
秩

序
の
実
現
に
向
け
た
諸
対
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
は
じ
め
、
尊
い
命
が
奪
わ

れ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一

件
で
も
減
ら
す
た
め
に
は
、

交
通
安
全
意
識
の
気
運
を
高

め
、
社
会
全
体
で
の
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
引
き
続
き｢

交
通
安
全
県

ち
ば｣

の
実
現
に
向
け
今
後

も
各
種
交
通
安
全
活
動
に
一

層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
入
っ
て
か
ら
も
、
交

通
事
故
死
者
数
は
減
少

こ
そ
し
て
い
る
も
の

の
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

交
通
事
故
が
後
を
絶
た

ず
発
生
し
て
い
る
な

ど
、
大
変
厳
し
い
情
勢

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
４
月
６

日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。
入
学
・

入
園
を
迎
え
る
こ
の
時
期

は
、
子
ど
も
が
関
係
す
る
交

通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

県
警
で
は
、
本
運
動
に
お

い
て
、
通
学
路
や
生
活
道
路

に
お
け
る
見
守
り
活
動
な
ど

の
街
頭
活
動
を
強
化
し
、
子

ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
飲
酒
運
転
や
な
が
ら

ス
マ
ホ
な
ど
の
悪
質
・
危
険

自
動
車
業
界
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
交
通

安
全
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
警
察
行
政
各

般
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
２
０
２
５
年
中
の

千
葉
県
内
に
お
け
る
交
通
事

故
死
者
数
は
１
２
２
人
で
、

前
年
に
比
べ
減
少
し
ま
し
た

が
、
第
11
次
千
葉
県
交
通
安

全
計
画
に
掲
げ
た
、
年
間
死

者
数
１
１
０
人
以
下
と
い
う

目
標
は
、
残
念
な
が
ら
達
成

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年

千
葉
県
警
察
本
部

鏑
木
秀
樹
交
通
部
長

な
が
ら
、
交
通
事
故
分
析
な

ど
を
踏
ま
え
た
交
通
安
全
教

育
や
情
報
発
信
活
動
は
も
と

よ
り
、
飲
酒
運
転
を
は
じ
め

と
す
る
悪
質
か
つ
危
険
な
交

通
違
反
の
検
挙
に
よ
る
交
通

指
導
取
り
締
ま
り
、
歩
行
者

・
運
転
手
双
方
に
向
け
た
歩

行
者
保
護
対
策
や
高
齢
者
対

策
な
ど
、
総
合
的
な
交
通
事

故
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。自

動
車
業
界
の
皆
さ
ま
に

は
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
方

々
に
向
け
て
、
横
断
歩
道
に

お
け
る
歩
行
者
保
護
の
徹

底
、
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車

や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
装

着
車
の
さ
ら
な
る
普
及
啓
発

な
ど
、
自
動
車
業
界
の
皆
さ

ま
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
取
り

組
み
を
、
よ
り
一
層
推
進
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
自
動
車
業
界
の

ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
皆
さ

ま
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

と
前
年
に
比
べ
12
人
減

少
す
る
な
ど
、
一
定
の

成
果
が
認
め
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
交
通
事
故
の
子
細

に
つ
い
て
見
て
み
ま
す

と
、
死
者
の
６
割
以
上

を
高
齢
者
が
占
め
る
こ
と
、

次
代
を
担
う
20
歳
未
満
の
犠

牲
者
が
大
き
く
増
加
し
た
こ

と
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡

事
故
が
高
水
準
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、
子
ど
も
や

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対

策
や
運
転
手
の
交
通
安
全
意

識
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
飲

酒
運
転
を
は
じ
め
と
し
た
悪

質
・
危
険
な
交
通
違
反
へ
の

対
応
な
ど
、
多
く
の
課
題
が

残
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

県
警
察
と
し
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
現
状
に
鑑
み
、
関
係

機
関
団
体
と
の
連
携
を
図
り

自
動
車
業
界
の
皆
さ
ま
に

は
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
方

々
に
向
け
た
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
の
各
種

交
通
安
全
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
茨
城
県
内

の
交
通
事
故
情
勢
に
つ
き
ま

し
て
は
、
人
身
事
故
の
発
生

件
数
は
６
１
６
２
件
で
、
前

年
に
比
べ
１
５
７
件
増
加
し

た
も
の
の
、
死
者
数
は
82
人

茨
城
県
警
察
本
部

菊
地
政
次
交
通
部
長

会
員
の
新
入
社
員
対

象
に
交
通
安
全
教
室

栃
木
自
販
協
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